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「核の脅威、地球上からゼロに」広島で原水爆禁止世界大会

原水爆禁止日本国民会議（原水禁）の原水爆禁止世界大会広島大会が 8月４日、広島市で始まった。ロシアのウ
クライナ侵攻で核の脅威が現実となる中、参加した被爆者や市民団体メンバーは「核兵器を地球上からゼロにしな

ければならない」と改めて訴えた。世界大会も本格的な対面形式は３年ぶり。世界大会は、7 月 30 日の福島大会
から、広島大会、長崎大会まで、8 月９日まで続く。2020 年の「被爆 75 周年原水爆禁止世界大会」は、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大により完全オンライン開催、2021 年の「被爆 76 周年原水爆禁止世界大会」についても規
模と日程を縮小したうえでオンライン併用での開催でした。 本年 2022年は、必要な対策を十分行いつつ従来の開
催方式にできるだけ近づけていくことを目標に、「被爆 77周年原水爆禁止世界大会」の開催をした。 国連での「核
兵器禁止条約の採択」によって、私たちの運動は、「核兵器禁止条約を作れから禁止条約にサインせよ」に展開し

ている。核兵器禁止から核兵器廃絶へと向かっている。今や、原水禁世界大会はより意義のある大会に発展してい

る。
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【折り鶴平和行進】15：30 8月4日
初日の 4日は、折り鶴平和行進（平和記念公園～広島県立総合体育館・約 2キロ）からスタートした。北陸、東

北地方の広い範囲での集中豪雨と異なり、中国地方は 35度を越える真夏日が続いている。強烈な日差しがのこる 15
時 30 分にスタートした。全国から結集した参加者が、横断幕、ボード、のぼりを掲げ「平和の思い」を張り上げ
た。新社会党広島県本部、ユニオン平和の部隊も行進に加わり「核を無くそう」と声を上げた。折り鶴平和行進に

は、地元の新社会党広島県本部、ユニオン平和、ひろしまスクラムユニオンなど関係者も多く参加した。

左から芝崎眞吾さん、県本部委員長三木郁子さん 炎天下の折り鶴平和行進

折り鶴平和行進 ひろしまスクラムユニオンの皆さん

折り鶴平和行進のゴール地点は広島県立総合体育館。参加者は続けて総合体育館で、「被爆 77周年原水爆禁止世
界大会・広島大会」に臨んだ。

【被爆77周年原水爆禁止世界大会・広島大会開会総会】17：00

■司会者（第23代高校生平和大使 広島の梶原百恵さん）
開会総会は梶原さんの司会で始まった。「77 年前の 6 日に広島、9 日に長崎に原子爆弾が投下され増した。その

年の 12月までに 20万人もの尊い命が亡くなり、その後も苦しみの中で亡くなられた多くの人がいました。ここで
１分間の黙祷を捧げます。「黙祷」。

■主催者挨拶は、金子哲夫さん（大会共同実行委員長）
「米国の核抑止力に頼る限り、核兵器保有国との非保有国との橋渡しは果たせない」がありました。加えて基調

報告でも「被爆者の思いと相容れない」と提起されました。
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■フクシマからの報告 角田政志さん（福島県平和フォーラム共同代表）
今年もコロナ禍での厳しさが続きます。その中のでの広島大会開催は意義があります。私たち福島でも 7 月 30

日～ 31 日の日程で福島大会を成功させてきました。東電福島第一原発の ALPS 汚染水の放出に危機感を持ってい
ます。東電は「来年にもタンク満杯、デブリ取り出しもできない。だからとトリチウムの海洋放出はやむ得ない」

と汚染水の海洋放出を強行しようとしています。東電も国も「ALPS 海洋放出を安全」と繰り返しいる。安全など
の保証はどこにもありません。私たちは汚染水の海洋放出は絶対に認めません。

■被爆者の訴え 切明千枝子さんさん（93歳）（日本原水爆被爆者団体協議会）
「広島は今でこそ、平和の街を発信していますが、明治から戦前まで基地の街でした。日清戦争から毎年毎年戦

争に明け暮れていました。そして原爆の投下です。原爆投下の恐ろしさ、友を救った思い出を当時の描写を連想さ

れ、今でも鮮明に思い出します。一瞬にして多くの人間の命を奪う原子爆弾の恐ろしさ、悲しみを忘れない。核を

世界から無くさないといけない」と、しっかりした口調で訴えていただいた。

■大会基調報告 谷雅志さん（大会事務局長）
ロシアによるウクライナ侵攻はいかなる理由でも国連憲章において許されません。即時停戦を求めます。プーチ

ン大統領は核の使用を威嚇していますが許されません。核兵器禁止条約が 2021年 1月 22日に発効されました。核
兵器廃絶の実現へ世界は動き出した。日本政府は「核なき世界への出口ともいえる重要な条約」と評価するもの、

オブザーバー参加すらしません。8月 1日の NPT（核拡散防止条約）に岸田首相は参加しました。しかし、核の廃
絶、条約の署名すらの言動もありませんでした。原水禁運動の原点は被爆の実相です。被爆 77 年、原爆被害が風
化しつつあることも事実です。私たちは、核兵器廃絶とヒバクシャ課題の解決を進めます。「核もない戦争もない」

平和な社会」を届ける取り組みを全力で進めます。

梶原百恵さん 金子哲夫さん 角田政志さん 切明千枝子さん

【閉会挨拶】
■佐保正明さん（広島県現地実行委員）
外は大変な猛暑、コロナ禍の厳しい条件下で、多くの皆さんの参加を頂き感謝を申し上げます。ロシアのウクラ

イナ侵攻で核使用もいとわないプーチン発言は驚きです。広島、長崎の被爆から 77 年経っても、核から解放され
ない悲しさがあります。だからこそ原水禁の活動の意義があります。これから 3日間の広島大会を成功裏に進める
ために頑張りましょう。開会総会の参加者は 1200名です。



- 4 -

谷雅志さん 佐保正明さん 被爆77周年原水禁ポスター

【8月5日の大会行事】
大会 2 日目は、六つの分科会、九つのひろば・フィールドワークが待たれた。主に 9；30 ～ 12：30 の日程で

分科会は集中した。第 1 分散会【平和と核廃絶】「改憲と敵基地攻撃」をテーマに、飯島滋明教授（名古屋学院大
学）から講演を受け、現地で平和運動をしている鹿児島、沖縄の団体から報告を受けた。ユニオン平和から参加の

芝崎眞吾さん（原水禁常任幹事）は、分散会司会者として討論に参加した。

第1分科会 平和と核廃絶 改憲と敵基地攻撃能力 9：30～12：30

司会者の芝崎眞吾さん

◆午後からは「原発、基地問題、女性交流ひろば、映画」などの交流会とフィールドワークが持たれた。

講師と報告者の皆さん
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【広島市原爆死没者慰霊式・平和祈念式】 6日 8：00
広島に原爆が投下されて、8 月 6 日

で 77 年となりました。核拡散防止条
約（NPT）再検討会議が開幕したのを
受け、2017 年のノーベル平和賞を受
賞した核兵器廃絶国際キャンペーン

（ICAN）のベアトリス・フィン事務
局長（39）は、岸田文雄首相が演説
で核兵器禁止条約に言及しなかった

ことを「被爆者に無礼」と批判。現

状では「日本は保有国と非保有国の

架け橋になれない」と断じた。フィ

ン氏は、首相が核廃絶への行動計画

に「ヒロシマ・アクション・プラン」

と名付けたことを疑問視。「被爆者が望む条約批准を含まない計画

に広島の名を使った」とし、「演説は日本人の核軍縮への強い意志

をもっと反映させるべきだった」と述べている。

ロシアの軍事侵攻により、世界中で核の脅威に対する危機感が

広がる中、広島市の平和公園で午前 8 時から行われた平和記念式
典には、被爆者や遺族の代表をはじめ、99 の国の代表が参列しま
した。今年は、3 年ぶりに一般の参列者席が設けられ、新型コロナ
ウイルスの影響で規模を大幅に縮小した去年とおととしの 4 倍に
当たるおよそ 3200人が参列しました。

平和への誓い・こども代表
貴方にとって大切な人は誰ですか？私たちには大切

な人が沢山います。そんな人たちと当たり前の日常は

とても幸せです。1945年8月6日8時15分、道に転がる

死体、川に流れる死体、水をくれ、水をください。大

切な人が一瞬で亡くなりました、あれから77年経ちま

した。今でも日常を奪われる人が世界にいます。戦争

は昔のことではないのです。世界中の人たちの目が平

和の景色が見えるため、私たちは行動することを誓い

ます。写真は、山崎鈴さんとバルバラ・アレックスさ

ん（小学6年生）。

梶原ときよし松山市議
毎年恒例の8・6広島平和集

会とデモ行進に来ました。県

立体育館前から八丁堀商店街

を抜けて平和公園までデモを

貫徹しました。戦争をしない。

平和の追求こそが、今、全世

界に求められていると考えま

す。
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【被爆77周年原水禁禁止世界大会 広島大会まとめ集会】9：30
広島大会のまとめ集会は、慰霊、平和式典の閉会後に、広島県民文化センターで開かれた。

メッセージ 新社会党 中央執行委員長 岡﨑 宏美 （原水禁世界大会冊子に掲載）

被爆 77 周年原水禁世界大会にあたり、原爆投下によって犠牲になられた方々に哀悼の
誠をささげるとともに、こころから連帯の挨拶を申し上げます。原爆投下は、核兵器の

非人道性を明らかにし、「核と人類は共存できない」ことを全世界は教訓としました。し

かし、その教訓はいまだに生かされず、「核共有」論が言われるなど、核抑止論に抱泥し

ています。一方、世界は核兵器削減、核兵器禁止へと動き始めています。昨年 1 月に核
兵器禁止条約が発効しました。しかし、核保有国や NATO 加盟国はこれに背を向けてい
ます。驚くことに、唯一の被爆国である日本が同様の態度をとっています。あらためて、

日本が核兵器禁止条約を批准するように求め、政治の転換を求めましょう。まｔ、原子

力に依存したエネルギー政策の転換は急務です。2011 年 3 月の福島第一原発事故は山河
を放射能で汚染し、様々な犠牲者を生み、回復はいまだで、世界に原発の危険性をと諸問題を明らかにしました。

政府は放射能汚染水の海洋放出や原発再稼働など、問題を抱えたまま原発依存の政策を受けようとしています。大

会参加者の皆様と共に核兵器廃絶と原発なき社会を目指して、奮闘することをお誓いします。

金子哲夫大会共同実行委員長

私は広島市の平和式典に参加してきました。広島に

原爆が投下さて 77年。世界は広島の実相を知っている
のでしょうか。原爆が投下され多くの犠牲者が出まし

た。その 12 月までに 14 万人、プラスマイナス 1 万人
が亡くなられました。皆さんこのプラスマイナスを聞

いてどう思いますか。マイナスに違和感を感じます。

亡くなられた人、不明な人も犠牲者です。2 度と繰り
返してはいけません。核廃絶、原発ゼロを実現しまし

ょう。24代高校生平和大使

佐々木りょう


